
	

	

そ
の
２ 

桜
を
見
る
会
の
違
法 

	

公
費
使
用
の
桜
を
見
る
会
で

安
倍
首
相
後
援
会
出
席
者
へ
の

買
収
容
疑
浮
上
=
ま
た
前
夜
祭
の

政
治
資
金
収
支
報
告
書
不
記
載

違
法
P
反
社
会
的
勢
力
を
首
相
枠

で
招
待
し
た
の
は
非
常
識
P
破
棄

さ
れ
た
招
待
者
名
簿
は
公
務
員

の
勝
手
な
改
ざ
ん
と
謝
罪
=
多
く

の
違
法
を
後
か
ら
無
理
矢
理
合

法
化
す
る
形
が
見
え
た
=	

	
	
	
	

	

２
０
２
０
年
１
月 

新
年
号
・
報
告 

	
栄 

町 

見 

聞 

録 
	
	
	
	

第
１
８
７
号 

執
筆
発
行 

栄
町
議
会
議
員 

 

野 

田 

泰 

博
D
立
憲
民
主
党
J 

栄
町
安
食
台
１
丁
目
８
番
７
号 

メ
R
ル 

y
a
s
n
o
d
a
8
7
6
0
@
g
m
a
i
l.
c
o
m 

t
e
l
 
0
4
7
6
-
9
5
-
3
6
6
5 

表               ２０２０年１月発行 栄町見聞録１８７号 発行部数１００００部  
 

平
成
か
ら
令
和
へ
の
未
解
決
案
件
山
積
み 

激
動
の
２
０
２
０
年
始
ま
る 

 

そ
の
３
IR
汚
職
続
々 

	

政
府
が
進
め
る
統
合
型
リ
ゾ

�
ト
と
は
P
カ
ジ
ノ
の
ほ
か
ホ
テ

ル
や
劇
場
P
会
議
場
P
展
示
場
P

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
�
ル
な
ど
が

集
ま
っ
た
複
合
施
設
=
ラ
ス
ベ
ガ

ス
P
香
港
P
マ
カ
オ
P
シ
ン
ガ
ポ

�
ル
で
は
観
光
で
誘
致
し
な
が

ら
カ
ジ
ノ
¬
賭
博
¯
を
併
合
さ
せ

た
リ
ゾ
�
ト
地
域
開
発
=	

	
	

IR
議
連
の
秋
元
衆
議
院
議
員

が
収
賄
疑
い
で
再
逮
捕
P
５
人
の

議
員
が
地
検
特
捜
部
の
事
情
聴

取
を
受
け
た
=
国
は
刑
法1

8
5

条

で
賭
博
の
禁
止
で
50
万
円
の
罰

金
刑
と
な
る
=
国
が
許
可
す
れ
ば

OK
す
る
と
い
う
の
も
腑
に
落
ち

な
い
=
賭
博
に
は
不
正
が
伴
い
P

ま
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
い

う
病
気
に
な
る
が
=
決
め
る
立
場

の
議
員
が
既
に
金
に
群
が
る
病

気
に
感
染
し
て
い
る
=	

	

16
才
の
ス
ウ
ェ

�
デ
ン
少
女
が

昨
年
ニ
ュ
ヨ
�

ク
ま
で
ヨ
ッ
ト

で
出
向
き
P
世

界
の
政
治
家
は

温
暖
化
対
策
せ

よ
と
抗
議
活
動

し
た
= 

 

そ
の
４ 

戦
争
触
発(

米
国
VS
イ
ラ
ン)
 

	

昨
年
か
ら
米
国
駐
留
軍
を
標
的
に
し

た
テ
ロ
の
指
導
者
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官

殺
害
命
令
を
米
軍
に
下
し
実
行
し
た
=	

	
	
	
	
	
	
	
	

反
発
し
た
イ
ラ
ン
は	

	
	
	
	
	
	
	

米
軍
攻
撃
を
実
施
=	

	
	
	
	
	
	
	

し
か
し
イ
ラ
ン
の
攻	

	
	
	
	
	
	
	

撃
ミ
ス
で
民
間
の
ウ	

	
	
	
	
	
	
	

ク
ラ
イ
ナ
機
撃
墜
し	

	
	
	
	
	
	
	
1
7
6

人
の
命
を
奪
っ	

	
	
	
	
	

た
=
た
=
評
論
家
は
米
国	

	
	
	
	
	
	
	

大
統
領
選
を
睨
ん
だ	

	
	
	
	
	
	
	

作
戦
と
非
難
=
安
倍	

	
	
	
	
	
	
	

首
相
は
イ
ラ
ン
大
統	
	
	
	
	
	
	
	

領
と
米
国
大
統
領
の	

隙
間
に
は
ま
っ
た
=
閣
議
決
定
で
オ
マ	

�
ン
海
域
に
派
遣
し
た
自
衛
隊
艦
船
は	

今
後
ど
う
な
る
の
か
？	

戦
争
は
ち
ょ	

っ
と
し
た
手
違
い
で
始
ま
る
=
そ
れ
に	

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
恐
ろ
し
い
=	

 

 

そ
の
５ 

米
軍
か
ら
普
天
間
基
地
を
返
還
さ
せ

る
た
め
の
辺
野
古
基
地
の
完
成
大
幅
遅
延
¬	

	

政
府
が
目
論
ん
だ
２
０
２
２
年
以
降
の
普

天
間
返
還
は
不
可
能
=
さ
ら
に
辺
野
古
工
事
費

は
当
初
予
算
の
３
倍
９
３
０
０
億
円(

新
国
立

競
技
場
の
６
倍)

=
警
備
費
１
日
２
千
万
円
P
12

年
の
完
成
ま
で
９
年
３
ヶ
月
で
約
９
０
０
億

円
=
海
上
保
安
庁
P
警
察
機
動
隊
手
当
な
ど
含

め
る
と
２
兆
５
千
億
円
と
な
る
=
沖
縄
県
は
以

前
か
ら
軟
弱
地
盤
を
理
由
に
反
対
し
て
い
た

が
P
政
府
が
工
事
を
強
硬
=
今
に
な
っ
て
大
幅

な
設
計
変
更
を
県
に
要
求
=
基
地
返
還
は
大
幅

遅
延
P
建
設
費
は
大
幅
増
額
=
政
府
は
い
つ
も

予
算
も
工
期
も
過
小
見
積
も
り
=
後
日
予
算
不

足
分
P
工
期
延
長
の
議
会
承
認
を
求
め
る
=
政

府
は
桜
を
見
る
会
P
原
発
工
事
P
ダ
ム
工
事
な

ど
後
日
再
承
認
を
さ
せ
P
未
来
の
人
に
ツ
ケ
を

回
す
だ
け
=
実
に
ず
る
い
=
全
部
税
金
だ
¬	

	

そ
の
６ 

福
島
原
発
廃
棄
計
画
は
絵
に
書
い
た

餅 
 
 
 
 
 

日
本
原
発
電
¬
株
¯
の
廃
棄
計
画	

原
子
炉
安
全
貯
蔵
＆
解
体
撤
去
物
準
備 

2
0
2
3

年 

炉
解
体
準
備
工
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
0
2
4

年 

原
子
炉
建
屋
解
体
＆
放
射
性
物
質
処
理
＆ 

管
理
区
解
除
工
事
＆
建
屋
解
体
撤
去 

 
 
 
2
0
3
0

年	
	

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
た
め

政
府
は
復
興
庁
を
作
っ
た
=
復
興
庁
は
２
０
２

１
年
３
月
末
ま
で
の
期
限
付
き
=
右
の
福
島
原

発
処
理
が
遅
れ
P
復
興
庁
は
10
年
延
長
に
な
る
=	

	
	

大
震
災
後
P
民
主
か
ら
自
民
に
移
行
し
P
自

民
は
再
び
原
発
安
全
神
話
を
声
高
に
唱
え
P
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
�
源
の
中
心
に
据
え
よ
う
と
し

た
=
輸
出
を
目
論
ん
だ
が
全
て
失
敗
=
原
発
を

脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
�
推
進
の
中
心
に
据
え
よ
う

と
し
た
が
今
ひ
と
つ
盛
り
上
が
り
を
欠
い
た
=	

	

世
界
で
は
福
島
事
故
以
降
P
原
発
ゼ
ロ
運
動

が
起
き
P
日
本
は
事
故
に
も
懲
り
ず
原
発
を
残

そ
う
と
し
た
=
こ
の
動
き
は
日
本
の
敗
戦
と
繋

が
る
=
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
�
元
大
統
領
は
日
本
を

被
爆
国
に
し
た
の
を
帳
消
し
に
す
る
た
め
に
核

の
平
和
利
用
計
画
を
提
唱
=
産
官
学
が
こ
ぞ
っ

て
$
原
子
力
村
'
の
ム
ラ
社
会
形
成
に
着
手
=

日
本
全
体
に
広
範
囲
の
ム
ラ
社
会
が
形
成
さ
れ

る
と
指
揮
す
る
オ
サ
が
登
場
=(

オ
サ
と
は
昨
年
末
に

明
ら
か
に
な
っ
た
関
電
の
高
浜
原
発
工
事
に
金
品
な
ら
ぬ
小

判
が
高
浜
町
元
助
役
か
ら
配
ら
れ
た
と
い
う
黒
い
関
係
を
取

り
仕
切
る
人)

¬

原
発
周
辺
は
今
で
も
合
併
せ
ず
に

村
が
多
い
=
原
発
推
進
オ
サ
が
P
村
の
ま
ま
の

方
が
金
の
力
を
利
用
し
易
く
P
反
対
派
を
説
得

し
易
い
か
ら
だ
ろ
う
=	

そ
の
７ 

原
発
の
放
射
能
廃
棄
物
は
ト
イ
レ
な
き

マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
泄
物 

	

$
も
ん
じ
ゅ
'
と
は
使
用
済
放
射
能
燃
料
を
再
処

理
す
る
高
速
増
殖
炉
=
$
夢
の
原
子
炉
'
と
言
わ
れ
P

使
用
済
み
放
射
能
廃
棄
物
を
蘇
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
=

日
本
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
�
の
救
世
主
の
存
在
に
な

る
予
定
だ
っ
た
=19

8
5

年
に
建
設
が
始
ま
り
22
年
間

で
稼
働
し
た
の
は
僅
か
２
５
０
日
=
事
故
多
発
で

2
0
1
3

年
運
転
禁
止
命
令
が
出
た
=
一
日
の
維
持
費
５

千
万
円
=
年
間
２
１
６
億
円
の
経
費
=
廃
炉
費
３
千

億
円
=
放
射
能
廃
棄
物
は
地
中
に
埋
め
て
放
射
能
の

影
響
が
消
え
る
の
は
十
万
年
後
=	

	
	

$
も
ん
じ
ゅ
'
が
廃
炉
に
な
り
P
現
存
の
50
ト
ン

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
処
理
は
不
可
能
と
な
っ
た
=
昨

年
政
府
も
$
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
研
究
'
を
諦

め
た
=
解
決
策
は
ま
だ
な
い
=	

	

そ
の
８ 

放
射
能
汚
染
水
海
洋
放
出
か
%
大
気
放

出
処
分
か
？ 

	
2
0
1
9

年
末
福
島
第
一
原
発
に
た
ま
る
処
理
済
汚
染

水
は
海
洋
放
出
か
大
気
放
出
の
二
つ
に
絞
り
込
ま
れ

た
=
根
拠
は
前
例
が
あ
る
と
い
う
だ
け
=
放
出
後
の

風
評
被
害
は
無
視
=
処
理
水
量
は
１
２
０
万
ト
ン
=

東
電
の
タ
ン
ク
増
設
計
画
は
１
３
７
万
ト
ン
の
み
=

今
後
２
年
で
満
杯
に
な
る
=
汚
染
水
の
増
加
と
処
理

水
量
増
加
は
秒
読
み
の
段
階
と
な
り
待
っ
た
な
し
の

状
況
=
風
評
被
害
な
ど
無
視
の
廃
棄
は
地
場
産
業
に

相
当
な
ダ
メ
�
ジ
が
予
測
さ
れ
る
=
フ
ク
シ
マ
の
魚
P

フ
ク
シ
マ
の
美
味
し
い
米
へ
の
ダ
メ
�
ジ
は
想
像
を

絶
す
る
=	

 

な
ぜ
世
界
の
問
題
が
栄
町
に
関
係
あ
る
の
？	

	

今
ま
で
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
き
た
千
葉

県
も
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
百
年
に
一

度
の
大
雨
P
土
砂
崩
れ
P
大
洪
水
被
害
の
時
代
に

な
っ
た
=
気
候
変
動
�
温
暖
化
は
栄
町
に
も
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
=
気
候
変
動
�
温
暖
化
の
災
害

は
ダ
ム
を
作
っ
て
対
処
で
き
る
も
の
で
は
な
い
=	

	

栄
町
は
若
い
人
を
増
や
そ
う
と
い
う
政
策
を
持

つ
=
し
か
し
ワ
�
キ
ン
グ
プ
ア
�
層(

年
収
２
百
万
円

以
下)

に
も
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
=
日
本
の
給

与
所
得
者
６
千
万
人
P
そ
の
内
貧
困
層
は
１
千
万

人(

17
％)

=
国
も
栄
町
も
若
者
を
助
け
る
手
立
て
が

必
要
=
一
番
助
け
ら
れ
る
の
は
国
会
議
員
=
政
治

家
は
未
来
を
創
造
す
る
の
が
仕
事
な
ら
ば
社
会
の

構
造
改
革
と
最
低
賃
金
の
底
上
げ
を
し
な
け
れ

ば
P
若
い
人
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
結
婚
・
出
産

も
難
し
い
=
ま
た
閣
議
決
定
だ
け
で
海
外
の
戦
場

に
若
者
を
決
し
て
送
り
出
し
て
は
な
ら
な
い
=	

	

有
権
者
が
P
見
る
事
P
知
る
事
P
考
え
る
事
で

$
そ
ん
な
の
い
い
じ
ゃ
な
い
の
'
と
見
て
見
ぬ
ふ

り
¬
無
関
心
¯
を
す
る
と
若
い
人
が
苦
し
む
=
そ

ん
な
現
象
が
日
本
全
国
で
も
栄
町
で
も
起
き
て
い

る
=
若
者
こ
そ
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
=	

	

今
年
１
月
招
待
者

リ
ス
ト
は
行
政
文
書

な
の
で
復
元
で
き
な

い
の
は
違
法
=
菅
官

房
長
官
は
名
簿
加
工

も
認
め
た
=	

	

そ
の
１ 

温
暖
化
対
策
で
笑
い
者 

	

５
年
前
パ
リ
協
定
で
２
０
２

０
年
に
平
均
気
温

度
下
げ
る

た
め
の
各
国
の
取
り
組
み
を
発

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
P

日
本
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
を
提
示
で
き
ず
P
火
力
発

電
を
継
続
す
る
と
発
表
=
石
炭
依

存
度
32
％
の
日
本
は
世
界
の
脱

C
O
2

の
潮
流
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
=
皮
肉
に
も
世
界
の
笑
い
者
に

な
る
化
石
賞
を
再
び
受
賞
=
世
界

中
か
ら
ブ
�
イ
ン
グ
が
起
き
た
=	

 
 

 

 

中国企業からカネをもらった政治家が
続々判明      FRIDAY 1/24日号 
         (Facebook より抜粋) 
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日
本
の
人
口
減
救
済 

	

今
#
日
本
中
ほ
と
ん
ど
の

自
治
体
で
人
口
減
少
状
態
と

な
っ
て
い
る
;
多
摩
ニ
ュ
@

タ
ウ
ン
で
は
人
口
減
と
高
齢

化
で
昔
の
華
や
か
な
町
か
ら

は
遠
ざ
か
っ
て
い
る
;
印
西

市
の
よ
う
に
町
づ
く
り
が
計

画
よ
り
何
年
も
遅
れ
た
が
#

今
や
平
成
の
大
合
併
後
に
日

本
で
一
番
住
み
や
す
い
町
と

な
っ
た
;
毎
年
の
新
築
数
と

空
き
家
数
の
比
較
で
は
空
き

家
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き

た
;
日
本
の
総
住
宅
数
は
六

千
二
百
万
戸
#
空
き
家
は
八

百
六
十
万
戸
;
�
総
務
省
平
成

31
年
度
�

空
き
家
が
毎
年
増

加
し
て
い
る
;	

	

栄
町
で
は
昭
和
55
年
の

人
口
９
千
人
か
ら
15
年
間

で
２
万
６
千
人
に
な
り
#
そ

の
後
19
年
間
で
２
万
人
に

下
が
っ
た
;
私
が
入
居
し
た

昭
和
58
年
に
人
口
増
加
率

日
本
一
に
な
っ
た
;	

	

こ
の
町
が
気
に
入
り
#
東

京
新
宿
区
か
ら
両
親
を
呼

び
#
こ
こ
を
終
の
す
み
か
と

決
め
た
;
し
か
し
３
５
年
も

経
つ
と
人
口
減
の
荒
波
に
も

ま
れ
て
い
る
; 

	

私
た
ち
団
塊
の
世
代
は
生

ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
い
つ
も

競
争
の
中
に
い
た
;
競
争
ば

か
り
で
生
き
て
き
た
が
#
次

は
何
の
競
争
な
の
だ
ろ
う

か
#
き
っ
と
斎
場
利
用
競
争

と
な
る
の
だ
ろ
う
？	

	

昨
年
末
の
12
月
定
例
議

会
で
質
問
し
た
内
容
か
ら
未

来
が
垣
間
見
え
た
;	
	

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
@
化

の
立
地
適
正
化
計
画
と
い
う

名
称
に
出
会
っ
た
;
今
回
は

そ
れ
を
紹
介
す
る	

	

立地適正化計画 
栄町ではこれから始まる町づくり・立地適正化計画制度とは 
考え方でひとつで老いも、若きも栄町を大変化させる可能性あり 
今暮らす家が若者のすみかになれば、それがこの町の資産になる 

	

慶
應
大
学
名
誉
教
授
大
江
守

之
氏
の
資
料
よ
り
抜
粋	

55
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯
数 

２
０
１
０
年
・
７
４
６
万
世
帯	

 

２
０
３
０
年
・
１
１
４
０
万
世
帯

20
年
間
で

％
増
加
;

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
	

現
在
の
町
づ
く
り 

	

従
来
#
地
方
自
治
体
は
将
来
都

市
像
を
描
き
#
基
本
構
想(

７
年)

を
作
り
#
具
体
的
基
本
計
画(

前

期
３
年
・
後
期
４
年)

を
作
成
;	

住
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
聞
く

会
を
開
催
;
具
体
な
実
施
計
画

(

３
年
で
毎
年
改
変)

を
作
る
;	

	

各
部
門
の
役
場
職
員
は
細
部

に
わ
た
っ
て
予
算
を
作
成
;
議
会

や
委
員
会
で
議
員
と
の
協
議
で

説
明
し
て
完
成
す
る
;
議
会
議
決

後
町
民
に
周
知
さ
れ
執
行
す
る
;

こ
れ
が
現
在
の
町
づ
く
り
の
順

序
;
国
は
平
成
23
年
か
ら
基
本

構
想
策
定
義
務
を
地
方
自
治
法

改
正
で
廃
止
;	

	

老
若
男
女
が
平
等
に
生
き
て
い

け
る
持
続
可
能
な
町
づ
く
り 

 

国
は
Q
町
づ
く
り
に
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
取
り
入
れ
#
住
民
生
活
や

経
済
活
動
だ
け
で
な
く
#
地
方
公

共
団
体
の
財
政
や
環
境
#
防
災
な

ど
の
面
で
も
持
続
可
能
な
町
づ

く
り
を
実
現
さ
せ
る
e
と
発
表	

(

昨
年
７
月
都
市
基
本
問
題
小
委
員
会)

 

	

そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と

は
若
者
た
ち
の
必
要
と
す
る
生

活
環
境
�
子
育
て
#
子
供
病
院
#

公
園
・
室
内
遊
び
場
・
交
通
の
利

便
性
�
と
高
齢
層
の
必
要
と
す
る

隣
近
所
と
の
絆
#
助
け
合
い
#
介

護
設
備
#
高
齢
者
医
療
設
備
#
隣

町
ま
で
の
交
通
手
段
な
ど
#
同
時

に
満
た
す
よ
う
な
町
づ
く
り
を

し
よ
う
と
い
う
も
の
;
そ
こ
で
地

域
に
似
合
っ
た
町
づ
く
り
を
し

て
い
く
Q
立
地
適
正
化
計
画
e
を

打
ち
出
し
た
;
自
治
体
は
そ
れ
ぞ	

れ
特
徴
を
備
え
て
い
る
;
特
徴
を

生
か
し
た
町
づ
く
り
で
自
治
体

の
活
性
化
を
計
ろ
う
と
い
う
;
そ

の
た
め
に
は
地
域
ご
と
に
居
住

す
る
人
々
が
計
画
作
成
に
加
わ

っ
て
議
論
を
尽
く
す
必
要
が
あ

る
;
千
葉
県
の
中
で
立
地
適
正
化

計
画
を
作
っ
た
所
は
ま
だ
少
数
;

栄
町
は
作
成
中
と
な
っ
て
い
る
;	

	

若
者
の
す
み
か
と
高
齢
者
の
終

の
す
み
か 

	

Q
高
齢
社
会
白
書
e�
内
閣
府
�

で
は
２
０
３
５
年
に
高
齢
者
は

３
１
０
０
万
人
に
な
り
ま
す
;
そ

の
中
で
独
居
老
人
は
全
国
で
７

５
０
万
人
24
％
に
な
る
と
の
こ

と
;	

	

Q
立
地
適
正
化
計
画
�
と
は
若

い
人
た
ち
も
高
齢
者
も
一
緒
に

住
め
る
町
づ
く
り
と
言
い
ま
す
;

栄
町
の
近
く
で
は
酒
々
井
町
が

い
ち
早
く
取
り
入
れ
#
Q
人
口
の

急
激
な
減
少
と
高
齢
化
を
背
景

と
し
#
都
市
全
体
の
構
造
を
見
直

す
こ
と
で
生
活
利
便
施
設
や
住

居
が
ま
と
ま
り
#
高
齢
者
を
は
じ

め
と
す
る
住
民
が
徒
歩
や
公
共

交
通
の
利
用
に
よ
り
#
各
種
の
施

設
等
に
ア
ク
セ
ス
で
き
#
日
常
生

活
に
必
要
な
施
設
が
身
近
に
存

在
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
プ

ラ
ン
e
と
銘
打
っ
て
い
る
;
栄
町

は
企
業
誘
致
を
第
一
に
考
え
#
次

に
立
地
適
正
化
計
画
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
;	

	

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
�
化
へ
の

道
は
立
地
適
正
化
計
画
制
度
で

新
た
な
局
面
を
む
か
え
る 

・
公
共
交
通
体
老
人
系
整
備	

・
医
療
施
設
#
福
祉
施
設	

・
図
書
館
#
体
育
館
施
設	

・
集
会
施
設
#
商
業
施
設	

・
行
政
施
設
�
保
健
セ
ン
タ
@
�	

・
居
住
誘
導
区
域
充
実	

											6
3
,
4
3
0
 

人	
					 な

ど
を
地
域
住
民
参
加
で
時
間

を
か
け
て
と
行
政
と
共
同
作
業	

で
作
る
町
づ
く
り
が
理
想
だ
と

考
え
る
;
今
ま
で
の
町
づ
く
り
は

行
政
が
主
た
る
案
を
示
し
て
#
議

会
で
可
決
さ
せ
て
決
定
す
る
;	

	

栄
町
は
ま
ず
は
企
業
誘
致 

	

住
民
は
自
分
の
終
の
す
み
か

作
り
に
最
初
か
ら
加
わ
り
実
施

主
体
と
し
て
参
加
す
れ
ば
;
住
民

本
位
の
町
づ
く
り
に
近
づ
く
;
残

念
な
が
ら
栄
町
12
月
議
会
で
は

栄
町
で
は
住
民
誘
導
区
域
設
定

は
考
え
て
い
な
い
;
企
業
誘
致
で

若
者
世
代
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

を
政
策
の
第
一
に
置
い
て
い
る
;	

	

住
民
が
実
質
的
に
参
加
す
る

町
づ
く
り
も
大
切
;
若
者
も
高

齢
者
も
一
緒
に
町
づ
く
り
を

す
る
町
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
;
歳
を
と
っ
て
も
今
い
る
場
所

で
友
人
た
ち
と
一
緒
に
暮
ら
し	

	

才
以
上 

¤

才 

14 才以下 

た
い
と
い
う
願
い
を
ど
の

よ
う
に
実
現
す
る
か
は
#
今

後
の
国
や
町
が
と
る
施
策

で
あ
る
し
#
小
さ
い
町
に
し

か
で
き
な
い
未
来
の
町
づ

く
り
と
な
る
と
思
っ
て
い

る
;
し
か
し
企
業
誘
致
#
財

政
第
一
で
少
し
で
も
町
の

財
務
状
況
を
よ
く
す
る
の

を
第
一
と
い
う
の
も
今
ま

で
の
借
金
に
苦
労
し
て
き

た
栄
町
な
の
で
分
か
る
が
#

も
っ
と
町
民
の
暮
ら
し
へ

の
視
線
が
必
要
だ
;	

	

あ
と
が
き 

	

左
の
表
は
日
本
の
年
齢

別
人
口
１
９
９
０
年
と
２

０
３
５
年
の
構
成
比
較
で

す
;
こ
れ
に
よ
る
と
65
才
以

上
の
高
齢
者
は
増
え
#
労
働

力
層
の
15
か
ら
64
才
の
社

会
の
中
軸
層
は
少
な
く
な	

	

日本の人口 1990 年と 2035 年の年齢別比較 (総務省)(単位千人) 

 

り
#
し
か
も
14
才
以
下
の

層
が
驚
く
ほ
ど
少
な
い
;

こ
の
層
の
人
口
を
増
や
す

に
は
15
才
か
ら
64
才
の

層(

特
に
若
者
層)

を
２
０

３
５
年
ま
で
に
手
厚
く
社

会
と
し
て
優
遇
し
て
あ
げ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
;
住
居
#

待
遇
#
子
供
の
教
育
環
境

な
ど
を
今
優
遇
す
べ
き
で

す
;
そ
う
し
な
い
と
未
来

の
人
が
苦
労
す
る
で
し
ょ

う
;
国
に
任
せ
る
だ
け
で

な
く
#
小
さ
な
自
治
体
も

で
き
る
限
り
若
者
の
生
活

を
優
遇
し
て
多
く
の
人
が

そ
の
自
治
体
を
愛
し
#
末

長
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
す
べ
き
で
す
;
私
は

そ
れ
が
私
た
ち
団
塊
の
世

代
に
与
え
ら
れ
た
役
目
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
;	

	

 

              

14,918 人                                                   37,409 人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 
 
                                    
86,141 人                                                   63,430 人  
 
 
 
22,544 人                                                   11,287 人 
 
   1990 年総合計 123,603 人    2035 年総合計 112,126 人  
 


